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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

理系物理を、基本から徐々に深く学んでいく。自然現象を理解するための物理の重要な内容である力学・電

気・波動の基礎をまず確認し学習を深めていく。物理を理解するため数学的な学習内容（２次関数や三角関

数）を取り上げていく。 

 

２ 学習の到達目標 

物理の特徴である宇宙・自然の法則の解明について学習する。宇宙・自然を捉えるために欠かすことのでき

ない力学・波動・電気について学習する。物理を理解するために必要な数学的知識を応用・活用できるよう

にする。データや画像を、一面的な知識として捉えるのではなく、様々な角度から多面的に見る力を養う。

基礎内容から更に発展・深め、科学的興味の増進をめざす。また、自ら、積極的に探究活動に望んで行くた

めの、深く総合的な知識・数学的技術・計算力の習得をめざす。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c: 観察･実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

知識としての学習内容

と、身の回りの物理的自

然現象やニュースなど

の関連性に気づくこと。

また、さらに深い知識を

意欲的に求めようとす

る態度を形成する。 

学習内容を手がかりと

して、物理的自然現象に

応用し、科学的・論理的

な判断が下せる表・グラ

フの示す意味を、的確に

判断し表現する力を養

う。 

実験・観察において、目

標とする結果を得るた

めの、適切な準備・基本

操作について習得す

る。また、データの収

集・記録およびグラフ・

図示を的確に行うため

の技術力を養う。 

物理的現象（波動）に

ついての基本的な知

識を身に付ける。原

理・原則を踏まえ、基

本的な物理・数学の概

念について、理解を深

める。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートや問題の記述・完

成度 

課題探求の活動状況及

び成果発表。 

学習状況の観察 

ノートや問題の記述・完

成度 

課題探求の活動状況及

び成果発表。 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートや問題の記述・

完成度 

実験・実習状況の観察 

実験・実習の記録・考察

の内容 

学習状況の観察 

ノートや問題の記述・

完成度 

実験・実習状況の観察 

実験・実習の記録・考

察の内容 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめる。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価する。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c D 

１
学
期 

物
理
基
礎
の 

第
１
編
運
動
と
エ
ネ
ル
ギ
ー 

運動の表し方 ○    

a:日常の運動から，速さ，時間，距

離についての関係に興味をも

ち、速さと速度の違いや，相対速

度の意味や使い方を、問題演習

を通じてさらに高める。 

b:慣性の法則，運動方程式が理解で

き，問題解決にあたって式の運

用が正しくでき、問題演習を通

じてさらに高める。 

d:仕事の定義や、物体に保存力以外

の力がはたらくとき，その仕事

の量だけ物体の力学的エネルギ

ーは変化することを理解し、問

題演習を通じてさらに高める。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 

運動の法則  ○   

仕事と力学的エネルギー    ○ 

２
学
期 

物
理
基
礎
の
第
２
編
熱
・第
３
編
波
・第
４
編
電
気
・第
５
編
物
理
学
と
社
会 

熱とエネルギー    ○ 

a:波とは何か，波はどのように発生

し，どのように伝わっていくか

に関心をもち、問題演習を通じ

てさらに高める。 

b:空気中を伝わる音の速さを定量

的に扱うことができ、問題演習

を通じてさらに高める。 

c:電流を視覚的に水の流れに例え

るとき，抵抗や電圧はどのよう

に例えられるかを説明でき、目

に見えない電気を具体的に理解

し、問題演習を通じてさらに高

める。 

d:温度，熱運動，熱量，比熱，熱容

量、エネルギーなどを正しく理

解し、問題演習を通じてさらに

高める。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 
波の性質 ○    

音  ○   

電気   ○  

３
学
期 

物
理
の
第
３
部
波 

波の性質 ○    
a:波の性質をさらに掘り下げて学

習し，平面や空間を伝わる波の

様子や，その性質について関心

を持ち調べる。 

c:波の独立性や重ね合わせの原理

を理解し、ヤングの実験で，干渉

縞を観察し，計算によって波長

を求めることができる。 

d:音波や観測者が動いた際に起こ

るドップラー効果を説明でき

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート 

問題集 

観察・実験 

定期考査 

音    〇 

光   〇  

※ 表中の観点について  a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c観察･実験の:技能 d:知識・理解 

 ※原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項目に

おいて特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


